














目的・対象・方法 

 母子関係の重要さは一般に認められ,それに関係する資料も多いが,父子関係をめぐる家

族の実証的研究は少ない現状である。著者らは子どもの誕生を契機として夫や妻がどのよ

うな家族を形成していくかを長期的追跡的に明らかにすることを目的にすでに調査を開始

しており,表 5はその経過を示している。 

 対象は都内三楽病院にて妻の分娩に立ちあった夫とその家族および対照群(分娩に非立

ちあいの夫とその家族)である。産褥期から小児の 4ヵ月になった時点までの調査結果はす

でに第 1回,第 2回の班会議で報告した。今回は同一対象者の小児が 12～18 ヵ月になった

時点に父親(立ちあいA群103名,非立ちあいB群232名)を対象として郵送法による質問紙

調査を実施した結果の概略を述べたい。 


